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ア コ ウ ( ク ワ 科 イ チ ジ ク 属 ) は い わ ゆ る 絞 め 殺 し 植 物 で 、 非 常 に 大 き な 樹 冠 を 形 成 す る 。 ま た
ア コ ウ は 大 量 の 果 実 を 提 供 す る の で 、 屋 久 島 西 部 の 照 葉 樹 林 に お い て ヤ ク シ マ ザ ル や 各 種 の 鳥 類
に と っ て 重 要 な 餌 資 源 と な っ て い る 。 一 方 、 こ れ ら の 動 物 は 種 子 散 布 者 と し て 、 ア コ ウ の 更 新 や
分 布 に 大 き く 影 響 し て い る と 考 え ら れ る 。 屋 久 島 西 部 の 果 実 食 者 の 中 で ヤ ク シ マ ザ ル は 、 体 サ イ
ズ が 大 き く 果 実 消 費 量 も 多 い と 予 想 さ れ 、 ア コ ウ と サ ル の 相 互 関 係 、を 解 明 す る こ と は 、 こ の 地 域
の 森 林 生 態 系 を 理 解 す る 上 で 意 義 深 い 。
本 研 究 の 最 終 的 な 目 標 は 、 ア コ ウ の 種 子 散 布 過 程 を 樹 木 個 体 ご と に 詳 細 に 追 跡 し 、 そ の 空 間 的
遺 伝 的 な 多 樹 主 の 紺 守 に ヤ ク シ マ ザ ル が ど の よ う に 貢 献 し て い る か を 明 ら カ 記 す る こ と で あ る 。
今 回 は 、 以 下 に あ げ る 3 つ の ト ヒ 。ッ ク に つ い て 報 告 す る 。 す な わ ち 、 1 . 成 木 の 分 布 と 地 形 要 因
と の 関 係 、 2. 結 実 フ ェ ノ ロ ジ ー の 特 徴 、 お よ び 3 . 一 樹 冠 内 に お け る 遺 伝 構 造 で あ る 。
1 . ア コ ウ 成 木 の 分 布 と 地 形 要 因 と の 関 係
屋 久 島 西 部 川 原 地 区 に お い て 2 k m ^ 2 強 の 蝿 蛾 を 踏 査 し 、 ア コ ウ の 成 木 の 位 置 を D G P S 装 置 に
よ っ て 記 録 し た 。 ア コ ウ の 生 育 型 を 、 他 の 樹 木 に 着 生 ( 絞 め 殺 し 型 ) 、 岩 の 上 に 生 育 ( 岩 上 型 ) 、
お よ び 地 面 か ら 直 立 (地 面 型 ) の 3 タ イ プ に 分 類 し た 。 ま た 、 ア コ ウ が 着 生 し て い る ホ ス ト を で
き る だ け 同 定 し た 。 ア コ ウ の 分 布 と 地 形 と の 関 係 を 明 ら か に す る た め 、 ア コ ウ が 存 在 す る 地 点 の
地 形 的 な 変 数 を デ ジ タ ル 標 高 モ デ 、ル (1 0 m メ ッ シ ュ ) か ら 算 出 し た 。 す な わ ち 標 高 、 斜 度 、 斜 面
方 位 、 尾 根 ・ 谷 の 程 度 を 表 す 指 数 ( 以 下 、 尾 根 指 数 ) 、 お よ び 日 射 量 の 5 つ で あ る 。 斜 面 方 位 に つ
い て は 、 調 査 地 が 全 体 的 に 西 向 き 斜 面 で 、あ っ た た め 、 南 北 方 向 に だ け 注 目 し O か ら 180 度 ま で の
値 を と る よ う に 変 換 し た 。 尾 根 指 数 と は M c N a b ( 9 9 3 )の 方 法 を 改 変 し た も の で 、 あ る 地 点 が 周 囲
よ り も 高 い か 低 い か を 表 す 。 日 射 量 と は 、 r T h e  So1ar A n a lyst 1. 0  
(http:// w w w .fs.fed.us/informs/download.php )  J 上 で の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン に よ っ て 求 め た 1 年 間
の 合 計 日 射 量 で あ る 。 さ ら に 、 調 査 地 内 で ア コ ウ の な い 地 域 か ら ラ ン ダ 、ム に 選 ん だ 、 地 点 に つ い て
も 同 様 の 変 数 を 算 出 し 、 ア コ ウ の 有 無 を 従 属 変 数 、 5 つ の 地 形 変 数 を 独 立 変 数 と し て ロ ジ ス テ ィ
ッ ク 回 帰 を お こ な っ た 。
ア コ ウ 2 5 5 個 体 に つ い て 調 査 を お こ な っ た 。 生 育 型 の 内 訳 は 、 絞 め 殺 し 型 162 個 体 、 岩 上 型
8 0 個 体 、 お よ び 地 面 型 13 個 体 で あ っ た 。 絞 め 殺 し 型 の ホ ス ト に つ い て 4 5 個 体 で 9 樹 種 を 同 定
で き 、 そ の 内 訳 は 、 タ ブ ノ キ 2 1 (47%) 、 イ ス ノ キ 8 ( 1 8 %)、 ハ ゼ ノ キ 4 (9%) 、 そ の 他 12 で
あ っ た 。 ロ ジ ス テ ィ ッ ク 回 帰 の 結 果 、 尾 根 指 数 と 標 高 の み が 選 択 さ れ 、 回 帰 式 は 以 下 の と お り で
あ っ た 。
Iρgit(y) =  0.5105 ・ 0.0037 *  ( 標 高 ) - 0.0854 会 ( 尾 根 指 数 )
す な わ ち 、 よ り 谷 筋 で 標 高 の 低 い 場 所 に ア コ ウ が 存 在 す る 確 率 が 高 い こ と が 示 さ れ た 。
ま た 、 調 査 地 内 に 12 台 の 温 湿 度 計 を 設 置 し 、 そ れ ぞ れ の 機 器 に つ い て 年 平 均 気 温 と 年 平 均 水
蒸 気 分 圧 を 算 出 し た と こ ろ 、 最 高 値 と 最 低 値 の 差 は 気 温 で 2.2
0
C 、 水 蒸 気 分 圧 で 1.6h Pa 程 度 で あ
っ た 。 温 湿 度 計 を 設 置 し た 地 転 に つ い て 、 上 記 の 回 帰 式 に よ っ て ア コ ウ の 宿 主 確 率 を 算 出 し 、 年
平 均 気 温 お よ び 年 平 均 水 蒸 気 分 圧 と の 相 関 係 数 を そ れ ぞ れ 求 め た 。 そ の 結 果 、 ア コ ウ 存 在 確 率 と
気 温 と は 負 の 相 関 関 係 (r =  -0.59 ，  p  =  0 .0 4，  n  =12) 、 水 蒸 気 分 圧 と は 正 の 相 関 (r =  0.66 ，  p  =  0.02，  
























(MFC1-8 ;阻w.rariet al. 2∞1)を利用して、アコウ樹冠内の遺伝的な異質性を検証した。見
かけ上の 16個体(絞め殺し型5，岩上型 10、地面型1)を選び、 1樹冠あたり 3から 12幹(計
99幹)より葉を採取した。8個のマーカーのうち3個 (MFC1，4，7)で増幅が確認されたが、多
型を示したのはMFC4のみであった。MFC4で観察された対立遺伝子数は7個で、阻国r紅 ietal.
(2001)で報告されている4個よりも多かった。7個の対立遺伝子で 11遺伝子型を検出した。解析
した 16個体(樹冠)のうち2個体(樹冠)で、ほかの幹とは異なる遺伝子型を示すものがそれ
ぞれ1つ含まれていた。生育型では絞め殺し型と岩上型がそれぞれ1個体となり、生育型に対応
した明確な傾向は認められなかった。
今回の角勃斤では、アコウの同一樹冠内において遺伝的なモザイク構造が桐生する可能性が示さ
れた。今後は、現在開発中のオリジナルのマーカーを加えて解析を進めたい。その結果によって
は、調査地での一個体の定義を見直すと同時に、アコウの分布と空間的遺伝的多樹主の関係につ
いても調査の枠組みを考え直す必要が生じるかも知れない。
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